
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

猫は自由気ままな 
性格やミステリアスな雰囲気 
が愛されたのか、しばしば文学の 
題材にもなっています。 

 
有名どころでは夏目漱石の『吾輩は猫である』。 
猫の人間に対する客観的な視点が生きた小説 
です。漱石の弟子・内田百閒の随筆『ノラや』。 

野良猫を世話するうちに、どんどん可愛くてし 
かたなくなっていく著者の心境は猫好きな人は 
共感必至です。 

 
詩人の萩原朔太郎は『猫』という詩を書き、詩集に『青猫』というタイトル 

をつけ、生涯で唯一の小説作品も『猫町』。よほど猫が好きだったのでしょう。 
朔太郎のアンニュイで幻想的な作風は猫のミステリアスさと絶妙にマッチし 
ています。ここで紹介した以外にも猫を題材にした文学作品はいろいろあり 
ます。 
猫の日には是非、猫の本をお楽しみください。 

 

 

２
月
４
日
は
「
立
春
」
で
す
。
多
く
の
季
語
が
載
っ
て
い
る

『
３
６
５
日
の
歳
時
記 

上
１
月
‐
６
月
』
を
読
む
と
、
２
月

は
「
梅
」「
萌
」「
春
」
と
い
っ
た
季
語
が
多
く
現
れ
ま
す
。
本

来
な
ら
ば
雪
の
下
で
じ
っ
と
春
を
待
っ
て
い
る
植
物
た
ち
も

「
今
年
の
冬
は
お
か
し
い
ぞ
！
」
と
芽
吹
き
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

見
計
ら
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９０年代後半の広島市を舞台に、中学二年生の「いけとらん」主人公
たちが「いけとる」ことをしようとあがく青春小説です。 
プリクラ、エヴァンゲリオン、小室哲也、パフィーなど３０代後半の

人には懐かしいキーワードが頻出します。今の中学生にも、当時、中学
生だった人にもおすすめの一冊です。 

 

 

     

■『水引レシピ』 田中 杏奈/著 
■『サイレント・マジョリティと 
は誰か』     川端 浩平/編 
■『子どもが喜ぶ自然派おやつ』 
          脇 雅世/著 
■『ﾋﾞﾚｯｼﾞﾌﾟﾗｲﾄﾞ』寺本 英仁/著 
■『こうの早苗のパッチワークと 
ソーイング』  こうの 早苗/著 
■『雪ぐ人』  佐々木 健一/著 
■『家でできる「自信が持てる子」 
の育て方』    沼田 晶弘/著 
■『わたしの暮らしのヒント集４』 
      暮しの手帖編集部/著 
■『雪かきで地域が育つ』   上村 靖司/ほか編著 
■『玉ねぎ×ワタナベマキ＝だし・うまみ』 
                ワタナベ マキ/著 
■『歌丸不死鳥ひとり語り』      桂 歌丸/著 
■『文房具の解剖図鑑』     ヨシムラ マリ/著 
■『自分が高齢になるということ』  和田 秀樹/著 
■『じゃがいも・ブック』     坂田 阿希子/著 
■『筆ペンで書くお店のゆる文字』 宇田川 一美/著 
■『全国２９５４峠を歩く』     中川 健一/著 
■『凡人のための地域再生入門』    木下 斉/著 

■『おばけのパンこうじょう』  オームラ トモコ/作
さく

 

■『でこぼこぬりぬりなにがでる？』 松田
ま つ だ

 奈那子
な な こ

/作
さく

 

■『クリスマスのおかいもの』   ﾍﾚﾝ･ｽﾃｨｰｳﾞﾝｽﾞ/え 

■『ゴリラのくつや』         谷口
たにぐち

 智則
とものり

/作
さく

 

■『ぼくはフクロウ』  フィリップ・バンティング/作
さく

 

■『どっせい！ねこまたずもう』  石黒
いしぐろ

 亜矢子
あ や こ

/作
さく

･絵
え

 

■『巣箱
す ば こ

のなかで』       鈴木
す ず き

 まもる/作
さく

･絵
え

 

■『キンモクセイ』 今野 敏/著 

■『はつ恋』   村山 由佳/著 

■『神のダイスを見上げて』 
        知念 実希人/著 
■『らんちう』  赤松 利市/著 
■『草々不一』 朝井 まかて/著 
■『本と鍵の季節』 
         米澤 穂信/著 
 

■『もしものときの妖怪
ようかい

たいさく 

マニュアル〔３〕』 村上
むらかみ

 健司
け ん じ

/著
ちょ

 

■『しばわんこと楽
たの

しく学
まな

ぼう和
わ

 

のせいかつ』 川浦
かわうら

 良
よし

枝
え

/絵
え

と文
ぶん

 

■『ダンボ-ルで作
つく

る楽
たの

しい自販
じ は ん

機
き

 

＆ガチャ』  大野
お お の

 萌
も

菜
な

美
み

/監修
かんしゅう

 

■『いきもの寿
じゅ

命
みょう

ずかん』   

          新宅
しんたく

 広二
こ う じ

/著
ちょ

 

■『小学生
しょうがくせい

になったら図鑑
ず か ん

』 

       長谷川
は せ が わ

 康男
や す お

/監修
かんしゅう

 

■『ほんやのねこ』 

    ヒグチ ユウコ/絵
え

と文
ぶん

 

■『少年
しょうねん

少女
しょうじょ

日本
に ほ ん

の歴史
れ き し

 ２２ 

        平成
へいせい

の３０年
ねん

』 

■『知
し

ってる?郵便
ゆうびん

のおもしろい 

歴史
れ き し

』     郵政
ゆうせい

博物館
はくぶつかん

/編著
へんちょ

 

 

 

     

『おじいちゃんが 

ペンギンやったとき』 

モラグ・フッド/作
さく

 

 長谷川
は せ が わ

 義史
よしふみ

/訳
やく

 

小
学
館

し
ょ
う
が
く
か
ん 

『メガネくんと 

ハダシくん』 

二見
ふ た み

 正直
まさなお

/さく 

 

『風
かぜ

と行
ゆ

く者
もの

』 

上橋
うえはし

 菜穂子
な ほ こ

/作
さく

 

佐竹
さ た け

 美保
み ほ

/絵
え

 

 

 

偕
成
社

か
い
せ
い
し
ゃ 

偕
成
社

か
い
せ
い
し
ゃ 

『ラストレター』 
文藝春秋 

 岩井 俊二/著 

 

 

農
山
漁
村
文
化
協
会 

『奇跡の集落』 
廃村寸前「限界集落」 

からの再生 

 多田 朋孔/著 
地域おこし著 


